
２０２０年度 第１回理事会および部門長合同会議 議事録 

日 時   ２０２０年１２月１６日（水） １９時００分～２１時００分 

場 所   ZOOM会議 

参加者 

常務理事： 花牟禮会長 釘宮副会長（組織） 寺原副会長（学術） 神谷（事務局長）  

      佐多（事務局次長） 徳満（会計主） 小山田（会計副） 坂下（組織） 岡次（組織）  

      竹ノ内（学術） 佐々木（学術） 櫻井（学術） 永原（庶務）  

       

地区理事： 山元（児湯地区） 川﨑（小林地区） 橋本（日南地区） 

 

研究斑 ： 田中（生物化学分析部門長）梅谷（臨床微生物部門長） 久方（臨床血液部門長） 

 宮崎（臨床一般部門長）  永原（輸血細胞治療部門長）猪俣（病理細胞部門長） 

佐野（病理細胞副部門長） 野中（臨床検査総合部門長）橋本（輸血細胞治療副部門長） 

福留（血液副部門長）  

 

欠席者 ： 奥野（庶務） 日髙（監事） 守田（監事） 堤（宮崎地区） 野崎（延岡地区）  

      齋藤（都城地区） 山口（臨床生理部門長） 

       

次第 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．報告事項 

 １）会長 

＊令和 2年度全国「検査と健康展」宮崎会場について中止とする 

＊令和 3年度全国「検査と健康展」の中央会場（宮崎）について中央会場を宮崎が担当 

 若い技師の意見を聞き、アンケート調査を行い集客が望める事業内容を検討する 

＊臨床検査、臨床検査技師の紹介などの検査展をメインとする 

＊PCR検査研修開催について現在のところ開催は未定、宮崎県福祉保健部と連携して開催予定 

＊会議および研修会等の運営について宮臨技として ZOOMの有料アカウントを取得検討 

＊第 58回宮崎県医学検査学会について令和 3年度は 5月開催か 12月開催か検討 

日臨技関係 

＊九州支部研修会について今年度はすべて中止 

＊第 55回九州支部医学検査学会（沖縄県担当）令和 3年 11月 6日（土）・7日（日） 

 沖縄コンベンションセンター （予定） 

＊第 70回日本医学検査学会（福岡県担当）の準備状況 

  令和 3年 5月 15日（土）・16日（日） 福岡国際会議場と福岡サンパレス 

  九州各県の参加協力をお願いします。 

＊検体採取等に関する厚労省指定講習会（臨床検査技師資格に追加）について 

  2021年 3月（東京）  既に定員数の応募がある 

  受講希望者が多く、2021年 4月以降は、東と西で開催する予定で検討している 



  

＊臨地実習指導者講習会について 

  2023年度末までに 1200名以上（九州は 160名以上）の指導者育成を目指す 

  新型コロナウイルス感染拡大により、Webでの座学と Zoomを利用したグループ演習予定 

＊タスクシフト・シェア関連の講習会（臨床検査技資格に追加）について 

  法改正等により検体採取等に関する厚労省指定講習会と同様、追加研修を受ける必要あり 

＊日臨技施設認証制度について 

  現）日臨技精度保証施設認証制度 → 新）日臨技品質保証施設認証制度 

    

 ２）事務局 

   ＊日臨技推進事業決算報告書の提出締め切りは 2021年 3月 10日 

    早めの参加登録・決算報告書の作成をお願いします。 

 ３）庶務                

   ＊特記事項無し 

 ４）会計 

   ＊講師料の領収書の書き方について説明、技師が講師となる場合には行動費として計上 

 ５）組織 

   ＊令和 2年度全国「検査と健康展」宮崎会場は中止とする 

    令和 3年度全国「検査と健康展」の中央会場（宮崎）でのご協力をお願いします 

 ６）学術 

   ＊令和 3年 2月 27日（土）宮臨技セミナーをメーカー共催で ZOOMウエブナーを使い、 

    講演予定。講演可能な部門のみ講演する。各部門長は講師、スライドの準備をお願いします。 

   ＊宮崎県医師会精度管理報告会は令和 3年 3月 13日（土）に WEB開催 

   ＊宮崎県臨床検査技師会精度管理調査を令和 3年 2月に開催 

   ＊WEB研修会開催でのレポート提出は必須ではない 

   ＊第 2回血液疾患検討会は令和 3年 2月 19日（金）に WEB開催予定 

         

４．審議事項 

   ＊宮臨技での ZOOMのアカウントを最低１つは必要。メーカー共催での ZOOM研修会の練習を  

    行い、その後アカウントを取得する。 

＊日臨技推進研修会登録は Web 会議ツールの通信ログや研修会途中のログイン状況確認に 

 よって研修会参加が確認できた場合には、レポート提出を省略しても「可」とする。 

   ＊宮臨技研修会登録もZOOM使用した研修会も認める。メーカー共催でのZOOM研修会も認める。 

 


